
  

 

 

 

 

15日（金）に後期生徒会立会演説会がありました。1年生からも立候補し、全校生徒の前で門前中学校

のために自分ができる事、頑張りたいことを堂々と述べました。応援演説に選ばれた人もおり、立候補者の

良さが伝わるように話をしました。入学して 8 か月が経ちますが、もう門前中学校を動かす一員です。こ

れから、演説で述べたことに責任をもって取り組むことを期待しています。 

また、今週中に学級の役員、委員会も決めます。ぜひ、前期と違った役職にチャレンジし、経験を増やし

てほしいと思います。 

 

 

 

 

 

第 23回道徳より 

      題材…「みんなでとんだ」 

      あらすじ…運動会の大繩とびで1位を目指し練習していた2年1組は「縄がこわい」」   

       と言っていた矢部ちゃんをどうするか全員で悩む。前日の話し合いで賛否両論が出され 

る中、最終的に「みんなでとぶ」ことを選択し、勝ち負けでない本当の友情を得る。 
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後期生徒会メンバー決まる！ 

生徒会執行委員・・・下口さん     体育委員長・・・ ・倉澤さん 

生活健康委員長・・・山本さん     放送図書委員長・・・橋本さん 
 

 

本当の意味で日本一のクラスはやはりだれでも仲

間外れにしないで、一致団結できるクラスだと思っ

た。仲が良いだけでなくて、全員で一丸になれるクラ

スだ。 

本当の友情とは、クラスで一つになって一人一人

の気持ちがバラバラでも、相手のことや気持ちも考

えられるような、意見を出し合えるようなクラスが

よい友情であると思いました。 

自分の意見をみんなに分かってもらうことがで

き、一人で考えるのではなく、クラスみんなで一丸

となって協力できるクラス。「話し合いをしよう」

と言い出したところがすごいと思いました。 

改めて思った日本一のクラスとは、1人 1人クラス

の一員としての意識を持ち、一人でも欠けることがな

く何事も挑戦するクラスだと思いました。 

クラスのみんなが団結し、本当の意見が言いあえる

クラスのことだと思う。また、1人 1人が成長しあえ

るクラスが日本一のクラスだとも思う。 


